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　20 世紀の 100 年間に、我が国では 10 人以上の死者・行方不明者の出た震災が平均 3.2
年に 1回の割合で起きてきた。21 世紀に入っても、同じペースで震災は続いている。
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地震の概要
































く 21 世 紀 の 11 年 間 で は、2004
年中越地震、2007 年中越沖地震、
2008 年岩手・宮城内陸地震、そ





















































500 km×200 km を囲み、最大滑



























更新され、図表 2 は 2011 年 1 月
1 日時点での 30 年確率である。
　図表 1 と図表 2 を見比べると、







1896 年 6 月の明治三陸津波地震






高は最高値で 38.2 m と推測され、






1897 年にかけての 1 年半の間に、



















の沈み込み速度は約 8 cm / 年と






















































































城県沖の地震（図表 2 の C＋G）
に対しての予測震度分布（右図）
と、実際に起きた地震の観測震度
図表 2　地震調査研究推進本部が 2011 年 1 月 11 日に公表した地震地域区分と予測地震の発生確率
（表は、推定マグニチュードと 2011 年 1 月 1 日から数えて 30 年以内の発生確率）
地震本部資料3）を基に科学技術動向研究センターにて作成




ち上げ、2005 年〜2009 年の 5 ヵ
年をかけて総合調査と分析を進め
てきた。関わった研究者数は延





































































































と 16 年後の 2010 年秋10）の大会
図表 5　（社）日本地震学会秋季大会のセッション名と発表件数（1994 年および 2010 年の比較）
科学技術動向研究センターにて作成
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（Seismological Society of America）
に対しても行なってみた。米国西
海岸では、約 20 年前、1989 年ロ
マ・プリータ地震（M6.9、死者
63 名）、1992 年ランダース地震






それぞれ 301 件、543 件、と件数
の伸びが大きく、近年では日本の
学会での発表件数とほぼ拮抗して
いる。また、2000 年と 2010 年の


























































































































































































































































活断層および海溝型地震の長期評価結果一覧（2011 年 1 月 1 日での算定）：http://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/
ichiran_past/ichiran20110111.pdf
4）　阿部勝征、月刊地球、Vol.25、No.5、337-342、2003.
5）　島崎邦彦、科学、2011 年 5 月号 .
6）　Ruff, L. and H. Kanamori, Tectonophysics, 99, 99-117, 1983.
7）　地震調査研究推進本部ホームページ：http://www.jishin.go.jp/main/oshirase/201103111446sanriku-oki.gif
http://www.jishin.go.jp/main/kyoshindo/pdf/20051214miyagi.pdf




11）　Program for 2000 SSA Annual Meeting：http://www.seismosoc.org/meetings/ssa2000_program.html
12）　Program for 2010 SSA Annual Meeting：http://www.seismosoc.org/meetings/2010/SSA2010ProgramSchedule.pdf
13）　（社）日本地震学会定款：http://www.zisin.jp/modules/pico/index.php?content_id=104
14）　Seismological Society of America ホームページ：http://www.seismosoc.org/
15）　朝日新聞 2011 年 6 月 2 日朝刊 .
16）　山岡耕春、日本地震学会ニュースレター、Vol.23, No.3, 26-29, 2011.
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専門は地震学。微小地震観測を通じて大地震の前兆現象検知を目指している。特に東
海地震を対象にして、地震活動パタンの変化からスロースリップや準静的滑りにとも
なう応力再配分の状況を把握したいと考えている。地震調査研究推進本部専門委員。
理学博士。
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